
函館市医療・介護連携推進協議会 

連携ルール作業部会 退院支援分科会 第９回会議 

 

               日 時：令和４年３月 7 日（月）１９：００～ 

               開催方法：ウェブ開催 

 

【次 第】 

 

１ 開  会 

２ 議  事 

○報告事項 

（１）「はこだて入退院支援連携ガイド」に係るアンケート調査報告  （資料１） 

（２）「はこだて療養支援のしおり」に係るアンケート調査報告    （資料２）                            

（３）令和３年度における「はこだて療養支援のしおり」の修正箇所について 

                                 （資料３）  

                                  

○協議事項 

（１）「はこだて入退院支援連携ガイド」の見直しについて      （資料４） 

（２）「はこだて療養支援のしおり」の見直しについて        （資料５） 

（３）「入退院支援連携強化研修会（ガイド編）」の次年度開催について 

                                 （資料６）                                                           

（４）はこだて在宅看取りガイド（仮）の作成について 

 

３ その他 

（１）次回の部会日程について 

 

４ 閉  会 

【配付資料】 

１ 「はこだて入退院支援連携ガイド」令和３年度アンケート集計結果 

２ 「はこだて療養支援のしおり」令和３年度アンケート集計結果 

３ 「はこだて療養支援のしおり」修正箇所（令和３年度） 

４ 「はこだて入退院支援連携ガイド」見直し案 

５ 「はこだて療養支援のしおり」見直し案 

６ 「入退院支援連携強化研修会（ガイド編）」（案）  
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アンケート回答数
（同一施設　複数回答あ

り）

病院 27
居宅 53
包括 18
施設 50
合計 148

１．『はこだて入退院支援連携ガイド』(以下「連携ガイド」と表記)をご覧になった事がありますか。

・はい 115 (77.7%) はい いいえ
・いいえ 33 (22.3%) 病院 22 5

居宅 42 11
包括 17 1
施設 34 16
合計 115 33

※事業所回答数ではなく，アンケート回答数にて集計。

２．（１．で「はい」と答えた方）『連携ガイド』をどのような機会にお使いですか。（複数回答可）

　　　・患者・利用者との面談時 18 (13.1%)
　　　・新人教育や研修等 15 (10.9%)
　　　・業務の確認等 44 (32.1%)
　　　・活用する機会がなかった 54 (39.4%)
　　　・その他 5 (3.6%)

1 (0.7%)

面談 研修 業務 機会ない その他 未記入
病院 4 4 9 9 1 1
居宅 9 7 18 14 3 0
包括 1 3 7 9 0 0

施設 4 1 10 22 1 0
合計 18 15 44 54 5 1

10 4 40.0%
147

【「その他」でのご意見】

（居宅・３件）

50 34.0%
280 118 42.1%

　　　・未記入

25 20 80.0%
98 44 44.9%

事業所　配布数 事業所　回答数 回収率

はこだて入退院支援連携ガイド

令和３年度　アンケート集計結果　

　・困った時にみる。
（病院・１件）

※各機関１枚の回答を求めるアンケートであったが，いくつかの機関から複数人の回答が寄せられたことにより配布数や
事業所回答数よりアンケート回答数が多くなっている。

　・利用者様が病院から退院時に病院側から頂いています。
　・実際にはソーシャルワーカーの方々のやりとりが先行してしまい連携ガイドの活用にはいたっていません。
　・研修で教えてもらいました。
（施設系・１件）
　・使用はした事がない。　

資料１



活用している
わかりやすい
特に問題なかった

変更・改善し
た方がいい その他

病院 5 0 0
居宅 11 1 5
包括 3 0 0
施設系 1 0 4

【「活用している，わかりやすい，特に問題なかった」のご意見】

特に問題ない
変更・改善し
た方がいい その他

病院 4 1 0
居宅 14 6 5
包括 3 2 0
施設系 8 3 3

（病院等・計２０件）

　・わかり易く，活用しやすいがコロナ禍において退院支援が行えない状況ではないか？そのため施設として状態把握
が少ないまま戻られる方が多い。　など

【「変更・改善した方がいい」のご意見】
（居宅・１件）

　・業務の確認が研修等で利用しています。入院前や入院中、退院時等分けて書かれていますが、コロナ禍での入退
院の支援について書かれていると良いと思います。

３．「連携ガイド」を使用してのご意見をお聞かせ下さい。

　・カンファレンスや退院支援を行う際に役立つ。

　・相談員に就任した際に業務の確認の為に使用しました。今後、研修や他職種の業務内容の把握などにも使用でき
ると思います。

　　など
　・連携ガイドを基に外部の各関係者の方々との調整がスムーズに行えるので、今後も活用していきたいと思います。

（居宅・５件）

　・連携ガイドというより現場の方々の意識が低下したように感じます。コロナ禍で疲れているのでしょうか？コロナ禍だ
から活用すべきかとも思いますが。医療機関により温度差もあり支援しにくい印象があります。

　・退院前カンファレンスなしにいきなり退院されるケースが多くなっている。その際に患者さんがどうするかなど事後の
対応が掲載されているとよいのではないか？（①ケアマネに連絡する②ケアマネから病院に確認するかしないのか？）
　　など

【「その他」のご意見】

（施設系・３件）

　・フローチャートにチェック欄があると助かります。フローチャート全体図の他に、各職種毎に分けた確認事項やポイン
トを見て進捗の度合が視覚化できてばいいと思いました。　など

　・枚数が多いので少なくしてほしい。　など
（包括・２件）
　・各病院の相談窓口の電話番号が記載されていれば使いやすいと思います。
　・フローチャートなどあると新人に説明しやすいです。

【「その他」のご意見】

　・感染症や災害時の連携ガイドもあると嬉しい。いろんなガイドがあってバラバラなので、小冊子のようにまとまってい
ると助かる。

　・各病院でも対応が違うと思うので、各病院のURLも書かれていれば、必要な病院の情報がわかるので助かります。

４．『連携ガイド』をご覧になって，今後使いやすくする為のご意見をお願いいたします。

【「変更・改善した方がいい」のご意見】
（病院・１件）
　・事例毎のフローがあると便利。身寄りのない人、困難事例。
（居宅・６件）

（施設系・４件）



（施設系・３件）
　・印刷物として何部かあると共有しやすい。HPからダウンロードですと利用機会が少ない。　など

　・質問ではないですが、CMのの情報が病院で必要な情報がどうなのか？と思う事があります。　など
（居宅・５件）



 

令和４年１月吉日 

 

関係者各位 

函館市医療・介護連携支援センター 

センター長 岡和田 敦 

 

 

『はこだて入退院支援連携ガイド』に係わるアンケート調査の実施について(依頼) 

 

 

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚く

お礼申し上げます。 

さて，当センターでは「はこだて入退院支援連携ガイド」の運用の標準化を目指し，

活用を推奨して参りました。今後，さらに内容を充実させ多くの関係者の皆様に活用

頂けるよう皆様方のご意見を参考にさせて頂きたく存じます。 

つきましては，お忙しいところ大変恐縮ではございますが，下記の要領でアンケー

ト調査を実施致しますので，ご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げま

す。 

 

記 

 

1. 各機関で入退院支援に携わっている方がご回答ください。(各機関１枚) 

 

2. 別紙１アンケート調査票の設問に順次ご記入ください。 

 

3. 令和４年１月２１日(金)迄に，当センターへＦＡＸにてご返信をお願いいたし

ます。 

 

 

【添付資料】 

別紙１ 「はこだて入退院支援連携ガイド」アンケート調査票 

別紙２ 「はこだて入退院支援連携ガイド」のご案内 

 

以上 

 

 

[ お問い合わせ先 ] 

函館市医療・介護連携支援センター (函館市医師会病院内) 

電話：４３－３９３９ ＦＡＸ：４３－１１９９ 

E-mail：ikr-center@hakodate-ishikai-hp.jp 

 

mailto:ikr-center@hakodate-ishikai-hp.jp


 

函館市医療・介護連携支援センター行（ＦＡＸ番号４３－１１９９） 

 

『はこだて入退院支援連携ガイド』 
アンケート調査票 

１，貴所属機関等についてお聞きします                                               

貴所属機関名等  名称                                 

電話番号           ご記入者名               

 

２，はこだて入退院支援連携ガイドについてお聞きします             

 

(１)『はこだて入退院支援連携ガイド』(以下「連携ガイド」と表記)をご覧になった事があ

りますか。＊数字に○をお付け下さい。   

  

 ① はい   →設問（２）にお進み下さい 

 ② いいえ →別紙２「連携ガイド」の案内をご覧いただき，設問（４）に 

お進み下さい 

 

(２) (１)で「①はい」とお答えされた方にお伺いします。                               

  『連携ガイド』をどのような機会にお使いですか。該当項目にチェックして下さい。 

＊複数回答可 

 

☐ 患者・利用者との面談時  ☐ 新人教育や研修等 

☐ 業務の確認等        ☐ その他（                ） 

☐ 活用する機会がなかった 

 

（３）「連携ガイド」を使用してのご意見をお聞かせ下さい。 

例）カンファレンス前の確認のために使用，○○の掲載があると助かる 等 

 

 

 

 

 

 

(４) 当センターでは「連携ガイド」を入退院支援連携のマニュアルのような形で，面談，

研修，業務確認等にお使いいただければと考えております。 

『連携ガイド』をご覧になって，今後使いやすくする為のご意見をお願いいたします。 

 

 

 

 

アンケート調査へのご協力ありがとうございました。ＦＡＸでの返信にご協力をお願い致します。 



 

 

 

 

『はこだて入退院支援連携ガイド』のご案内 

「はこだて入退院支援連携ガイド」は，支援対象者の入退院時に医療機関や在宅・施設の
方々がお互いどのように動いているのかや，支援対象者に寄り添う視点・心構え等を 
盛り込んでいます。 

 

入院中の状況 
今後の見通し
が知りたい！ 

退院支援時の医療・介護 
双方の動きがわかります 

各々のタイミングの大切な 

視点や心構え等がわかります 

様々な職種が関わるからこそ！ 

基本的なマナーも載せています 

 

入退院支援時の医療・介護 

双方の動きがわかります 

これまでの
生活を 

知りたい！ 

【活用例】 
・入退院支援のマニュアルとして 
・カンファレンス時の確認 
・業務確認時 
・研修 

https://hakodate-ikr.jp/ 

 

「はこだて 
入退院支援連携ガイド」は 
当センターHP から 
閲覧，ダウンロード出来ます！ 



・はい 125 (45.6%) はい いいえ 未記入
・いいえ 144 (52.6%) 36 47 3
・未記入 5 (1.8%) 35 21 1

8 1 0
5 18 1
17 27 0

24 30 0

125 144 5
※事業所回答数ではなく，アンケート回答数にて集計。

・はい 50 (40.0%) はい いいえ 未記入
・いいえ 73 (58.4%) 14 22 0
・未記入 2 (1.6%) 15 19 1

4 4 0
2 3 0
8 9 0

7 16 1

50 73 2

事業所　配布数 事業所数　回答数 回収率 アンケート回答数
（同一施設　複数回答あり）

病院 189 79 41.8% 86
居宅 98 45 45.9% 57
包括 10 3 30.0% 9
通所系 101 24 23.8% 24

274

１．『はこだて療養支援のしおり』(以下「療養支援のしおり」と表記)をご覧になった事がありますか。

訪問系 147 44 29.9% 44
施設系

（ショートステイ含む）
166 54 32.5% 54

病院
居宅
包括
通所系
訪問系

施設系
（ショートステイ含む）

総数 711 249 35.0%

訪問系

施設系
（ショートステイ含む）

合計

合計

病院
居宅
包括
通所系

２．（１．で「はい」と答えた方）日常業務において『療養支援のしおり』を活用する機会はありましたか。

令和３年度　アンケート集計結果
はこだて療養支援のしおり

通所系　＝　通所介護、通所リハビリ、小規模多機能、看護小規模多機能
訪問系　＝　訪問介護、訪問看護、福祉用具

施設系　＝　特養、老健、グループホーム、サ高住、有料老人ホーム、ケアハウス、養護老人ホーム、
　　　　　　　　ショートステイ

※いくつかの機関から複数人の回答が寄せられたことにより事業所回答数よりアンケート回答数が多くなっている。

資料２



病院 6 5 2 1
居宅 8 3 2 3
包括 4 1 1 0
通所系 2 0 0 0
訪問系 4 2 0 2
施設系 5 2 0 1

病院 21 2 3
居宅 12 3 4
包括 2 1 1
通所系 2 0 2
訪問系 7 0 1
施設系 10 1 0

【活用しなかった理由の「その他」のご意見】
（病院・３件）
　・自分が以前から使っていた説明用紙があるため。
　・個人では見ていたが全体を通して周知はしていなかった。

（包括・１件）
　・活用の機会が分からなかった。
（居宅・４件）
　・知りたい情報がなかった。
　・すぐ取り出せるように手元に置いておかなかった。
　・しおりを活用することが日常業務内で自分の中で結びつかなかった。
　・目を通す時間が持てない為。
（通所系・２件）
　・知りたい情報がなかった。

（訪問系・１件）
　・知りたい情報がなかった。
（施設系・１件）
　・知りたい情報がなかった。介護保険と高齢者福祉の手引きは施設の見学対応をする時に使います。

情報収集
本人・家族
への説明

担当業務の
確認

　「はい」＊どのような場面での活用だったか、お聞かせください（複数回答あり）

　「いいえ」＊活用しなかった理由をお聞かせください（複数回答あり）

研修

活用する機会
がなかった

しおりを知ら
なかった その他

　・日々の業務に追われ導入する余裕がありませんでした。今後業務改善を計りつつ、しおりの活用について
検討していきたいと考えております。

　・目を通すだけで、すぐ見れる場所においていなかった、内容をしっかり把握していなかったなど、こちら側の
理由。



病院 23 7
居宅 25 5
包括 3 0
通所系 9 6
訪問系 20 6
施設系 18 5

（施設系・５件）
　・わかりやすかったです。この内容が確認できるアプリがあればいいなと思いました。　など

　・もくじで各ページへジャンプできるようにしてほしい（よくある相談のページも）検索しやすいようにしてほしい
（見たい情報をこのPDFから探すよりネットで検索した方が早そう）　など

（訪問系・６件）
　・手帳版やアプリ版ができればいいなと思っております。
　・ケアマネジャーが利用者に説明してくれるので、しおりの出番がなかったです。

　・医療介護関係者の意見・相談から作られたため知りたい情報が載っててよかったですが、携帯からは見づ
らく調べるのに時間がかかりました。

　・通所介護事業所において利用者様に対して直接医療連携を図る事はほとんどなく、ケアマネジャー経由の
対応になるため活用する機会は少ないと思われます。　など

　・もう少し簡略化になれば見やすいように思います。

　・このようなしおりがあるとケアマネとしては便利に利用しています。文字数が多いので図や絵をもっと増やし
て見やすくすると良いと思います。

　・今回のアンケートでしっかり確認させてもらいました。とても良いものと思いました。療養支援というタイトル
だったので、タイトルのみであまり関係がないのかもと自己判断してしまいました。入退院連携ガイドと一緒に
なるのいいのですが・・・無理言ってすみません。

　・病院の相談窓口の名称、参考になりました。FAX番号も記載があると助かります。

　・重度心身障害者医療日の助成についての記載（助成の範囲）（自己負担）。函館市の生活保護の受付窓口
の一覧を追加してほしい。

（通所系・６件）

（３）意見・要望について

*多数同意見あり、まとめて掲載しております。

（居宅・５件）

（病院・７件）

　・よくまとまっており、わかりやすいと思います。ただ「しおり」という名称からは利用活用対象者が被介護者や
その家族という印象をもちます。

　・可能であればクリニック通院中の患者さんは、どこに相談するとよいかわかりやすく書いて頂けると助かりま
す。

　・文字が小さいため、よみにくい印象です。
　・見たいページがすぐ開けるように色や印があると便利。　など

【意見・要望の「その他」のご意見】

わかりやすい
参考になる
今後活用して
いく

その他



 

令和４年１月吉日 

関係者各位 

函館市医療・介護連携支援センター 

センター長 岡和田 敦 

 

 

『はこだて療養支援のしおり』に係わるアンケート調査の実施について(依頼) 

 

 

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚くお礼

申し上げます。 

さて，昨年３月より「はこだて療養支援のしおり」が運用開始となりました。当センタ

ーでは，今後さらに内容を充実させ多くの関係者の皆様に活用して頂けるよう皆様方のご

意見を参考にさせて頂きたく存じます。 

つきましては，お忙しいところ大変恐縮ではございますが，下記の要領でアンケート調

査を実施致しますので，ご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

 

記 

 

1. 別紙１アンケート調査票の設問に順次ご記入ください。 

 

2. 令和４年１月２１日(金)迄に，当センターへＦＡＸにてご返信をお願いいたします。 

 

【添付資料】 

別紙１「はこだて療養支援のしおり」アンケート調査票 

別紙２「はこだて療養支援のしおり」のご案内 

 

 

以上 

 

 

[ お問い合わせ先 ] 

函館市医療・介護連携支援センター (函館市医師会病院内) 

電話：４３－３９３９ ＦＡＸ：４３－１１９９ 

Mail：ikr-center@hakodate-ishikai-hp.jp 

 

 

 

mailto:ikr-center@hakodate-ishikai-hp.jp


函館市医療・介護連携支援センター行(ＦＡＸ番号４３-１１９９)  

 

『はこだて療養支援のしおり』 
アンケート調査票 

 

１，貴所属機関等についてお聞きします                         

貴所属機関名等  名称                                  

         種別                              

電話番号            ご記入者名                 

 

２，はこだて療養支援のしおりについてお聞きします                    

 

(１)『はこだて療養支援のしおり』(以下「療養支援のしおり」と表記)をご覧になったことが 

ありますか。 

 

① はい  →設問（２）にお進みください 

② いいえ →別紙２「療養支援のしおり」の案内をご覧いただき，設問（３）に 

お進み下さい 

 

(２) 日常業務において「療養支援のしおり」を活用する機会はありましたか。 

 

① はい  

 ＊どのような場面での活用だったか，お聞かせ下さい 

 

 

 

② いいえ  

 ＊活用しなかった理由をお聞かせ下さい 

  例）知りたい情報がなかった，見なくても知っていた等 

 

 

 

 

(３)「療養支援のしおり」について，ご意見ご要望をお聞かせ下さい。 

 

 

 

 

アンケート調査へのご協力ありがとうございました。ＦＡＸでの返信にご協力をお願い致します。 



 
 

 

電話番号が知りたいけど， 

うまく探せない 

調べるのが大変 

こんな時， 
「はこだて療養支援のしおり」をご活用下さい！ 

「はこだて療養支援のしおり」は，地域の医療・介護関係者の皆様から寄せられた 
療養に関する，ご意見・ご相談をもとに知っていたら便利な情報を一冊にまとめてお

ります。 
 

『はこだて療養支援のしおり』のご案内 

 

病院の相談窓口がわからないなぁ 

がんの相談ってどこにしたら良いんだろう？ 

医療費について知りたいなぁ 

苦情ってどこにしたら良いの？ 

地域の医療・介護関係者の皆様から寄せられた 
ご意見・ご相談の中で，多く寄せられた内容を 
まとめて掲載しております！ 

本文の青字をクリック
すると，関係サイトへ
飛びます！ 

 

「はこだて 

療養支援のしおり」は 

当センターHP から， 

閲覧，ダウンロード出来ます！ 

https://hakodate-ikr.jp/ 



はこだて療養支援のしおり 修正箇所（令和３年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●病床一覧の変更，項目の名称変更。 

・函館記念病院：一般病床の中止，障害病床開始 

・函館協会病院：一般病床の中止 

 

●病院相談窓口の連絡先の変更 

・亀田北病院：認知症疾患センターを追加 

・共愛会病院：（代表）電話から（直通）番号に変更 

資料３ 



○修正予定 

 

１， 函館薬剤師会からの依頼 

 『お薬ついての相談は？』 

・「調剤薬局」から「薬局」 

・「ほとんど」から「多くの」へ修正 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

【修正前】 【修正後】 



 

 

２， 担当部署の名称変更のため 

『認知症が疑われる場合は？』 

・「介護予防・認知症担当」から「家族介護支援・認知症担当」へ修正 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【修正前】 【修正後】 



 

 

３， 栄養ケア・ステーションからの依頼 

『歯科，栄養管理に関する相談窓口は？』 

・「栄養ケア・ステーションあおい」から「栄養ケア・ステーション函館支部」へ名称変更 

・「北美原認定栄養ケア・ステーション」を追加 

 

 

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【修正前】 【修正後】 



はこだて入退院支援連携ガイド 見直し案 

 

１，（参考意見） 

「令和２年６月修正（センターHP上）とあるが、表紙は平成２９年のままだったので細かく直してくれると助か 

ります」 
 

（変更内容） 

表紙の発行日を削除し，裏表紙に発行日と更新日を掲載。表紙に「連携ルール作業部会 退院支援分科会」名称追加。 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【変更前】 【変更後】 

資料４ 



 

２，（参考意見） 

「各病院の相談窓口の電話番号が記載されていれば使いやすいと思います」 

 

（変更内容） 

・「はこだて療養支援のしおり」に相談窓口一覧が掲載されているため，本文の最終ページにしおりの 

紹介ページを追加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【変更後（新規ページ追加）】 

】 



 

3，その他 
 

（変更内容） 

・⑤虐待等が疑われる場合の対応の本文中に，相談先窓口を掲載（【関係先機関一覧】から移動）  

 ・移設する包括支援センターの所在地，電話番号の修正。 

・「高齢者あんしん相談窓口」名称を削除。 

 

 

 

 

 

【変更前】 【変更後】 



はこだて療養支援のしおり 見直し案 

 

１，（参考意見） 

「本文の（１）健康な時期～（７）その他までの項目が、目次に無い理由は？」 
 

（変更内容） 

もくじに時期の項目を追加する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【変更後】 【変更前】 

資料５ 



 

 

 

２，（参考意見） 

重度心身障害者医療費の助成についての記載（助成の範囲）（自己負担）  

（変更内容） 

  P７『医療費について知りたい』の項目内に「重度心身障害者医療費助成制度」，「特定医療費（指定難病）」の説明や

担当窓口等の掲載を検討 

 

３，その他の修正 

（変更内容） 

P６『介護保険のサービスを利用するには』と P３３の関係者一覧を修正。 

・ガイドと同様に移設する包括支援センターの所在地，電話番号の修正。 

・「高齢者あんしん相談窓口」名称を削除。 

 

 



「入退院支援連携強化研修会（ガイド編）」（案） 

 

日 時 ：令和４年 未定 

     ＊コアメンバーと日程調整 

開催方法：集合開催 

研修形態：事例をもとに，グループワーク 

 

参加者 ：退院支援看護師（ ），包括（ ），居宅（ ），訪問看護師（ ），ワーカー協会（ ） 

     病棟看護師（ ） 

 

＊コアメンバー（前回）：函館市地域包括支援センター連絡協議会：福島 久美子様 

道南在宅ケア研究会：鈴木 幸子様 

           函館地域医療連携実務者協議会：奥山 ちどり様  

           一般社団法人 北海道ＭＳＷ協会南支部： 岩城 朋美様 

函館市居宅介護支援事業所連絡協議会：高橋 淳史様 

道南訪問看護ステーション連絡協議会：高橋 陽子様 

 

参加人数：４０名ほど 

  

テーマ： ガイドを活用し適切な入退院支援の連携の在り方を考える 

目 標：・ガイドを通じて，入退院支援に関わる職種間で相互理解ができる 

    ・明日から，自職種での連携業務を強化できる 

 

構 成：・事例紹介 

     例）コロナ禍での退院支援，急に（本人の希望等で）退院してしまうケース 

       身寄りがないケースなど 

     ＊事例提供者：未定 

・グループワーク：事例をもとにガイドに沿ってディスカッション 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 


